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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　８月　５日　（木）
　　　　司会者　橋本　彩花　　　記録　石岡　啓子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・102号室の常夜灯が切れ、発注しています。物品が届き次第、取り付けお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・島脇　てる様～8/9(月)14：00～介護認定調査を行います。御家族様は同席しませんので、担当スタッフはお願いします。
・谷内　愛子様～手指の震戦・日常生活上の不安等の訴えあり、マドパー（抗パーキンソン剤）1T処方となっていました。その後も、訴えや症状の変化見られないことから、マドパー　1T→2Tに増薬となっています。その他は変わらず同内容にて7日分処方となっています。また、排便コントール目的にてシンラック1本処方となっています。精神症状・日常上の行動、排便の有無に注意して観察、確認をし、訴えのあった場合は傾聴するようにしていきましょう。
・和田　敦子様～確認行為頻回で落ち着きのなさ持続し見られています。

ツムラ五散　3P　3×vdE

セディール(抗不安薬)(5)　3T　3×ndE　　7日分処方となっています。

精神症状・状態の観察、確認をしていきましょう。また、落ち着かない場合は、一緒に行動をし傾聴をしてゆっくりと過ごせる環境を提供しましょう。

・飛鳥　公平様　排便コントール目的にて、シンラック各1本処方となっています。排

・久保　清蔵様　便の有無の確認をしていきましょう。
・吉田　寿雄様　　ノボリンNフレックスペン各1本処方となっています。
・島脇　てる様　　低血糖症状・その他の状態観察･確認をお願いします。
・前川原　勝美様～8/13の14時～予定通り介護認定調査を行うとの連絡が市役所(介護保健課)より入りました。周知お願いします。

・鈴木　正長様～7/30(金)準夜帯にて、表情の険しさあり、易刺激性、口調の荒さ見られ興奮おさまらず隔離室入室にて様子観察し、7/31(土)16:30、状態落ち着いたことから、隔離解除となっていました。他者とのトラブル防止等考慮し、Cユニット移動となったことを御家族様へ伝えています。

また、8/14(土)9：00～8/15(日)16：00外泊予定となっていましたが、今回の現状・状態を踏まえ、8/14(土)9：00～15：00での外出(昼食のみ止め)に変更したいとの希望が御家族様より聞かれ、主治医へ情報提供していきます。

洗濯物は業者洗濯へ切り替えとなります。御家族様面会時手続きを行ってください。
・村井　八郎様～本日、入浴後活気なく自室にて休まれていますが、血圧・体温の異常は見られていません。昼食は、自室にて自力で全量摂取されています。水分補給の促しもこまめにしましょう。状態の把握をし、観察を行っていきましょう。
・市橋　ひで様～ADLの低下、介助を安全に実施できるようベッドでの対応を検討し、使用しています。本人様の状態の確認・観察を密にしていきましょう。
・吉田　光男様～本人様使用中の車椅子の座位部分が布の為ほころびてきています。尿･便失禁時に洗えないことから本日、御家族様来院された為、状況説明しています。現在使用中の車椅子はレンタルではなく個人所有とのことです。御家族様は、ほころびのある座位部分のみ交換出来るのであれば交換したいとの希望あり検討するとのことです。当面は、座位部分に洗濯可能なクッションを数枚持参するので敷いて対応をしてくださいとのことですので周知お願いします。

＜患者様NCP評価検討＞

・玉井　悠策様～昨日10時、東病棟Ａユニットより南病棟Ｂユニット(101号室)へ転棟されています。気分変動により暴言・暴力行為が度々みられる為、その都度、主治医へ報告することとなっていました。移動後の状態報告にて、リスパダール　2ml処方となっています。粗暴性はあるも(興奮は一時的でおさまる)本人様すぐに忘れてしまうことから、その都度のDr報告はせず様子観察をするようにとのことです。状態の観察・確認をし、他者とのトラブルのないよう見守り、介入をしていきましょう。　　
本日、カンファレンス中にBユニットのベンチ椅子を倒したり、ドア蹴りあり「前の所へ戻りたい！戻せ！」との暴言聞かれていることから、主治医へ情報提供しています。東Aユニットへ戻りたいと粗暴的となった時は、東Aユニットへ少しの時間連れて行って良いとの指示出ています。また、幻聴がある時は、リスパダール液2ml服用との予測指示出ています。

環境の変化等に順応できず、落ち着かないことも考慮し、落ち着いて過ごして頂けるよう状態を見ながら、その都度関わっていきましょう。

















































